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（訂正）「平成 23 年 10 月期 第１四半期決算短信」の一部訂正に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 23 年 12 月 22 日付「訂正有価証券報告書等の提出及び過年度決算短信等の一部訂正に関

するお知らせ」で開示いたしましたとおり、当社における不適切な取引及び訂正の対象となり得る会計処

理が判明したことを受け、決算短信等の訂正を行いましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、平成 23 年 10 月期 第１四半期報告書に掲載されている訂正後の四半期連結財務諸表につきまし

ては、清和監査法人の監査を受けております。 

訂正箇所が多岐にわたっており正誤表による形式では分かりづらくなることから、訂正後の全文を添付

し訂正箇所には下線を付して表示しております。また、参考として訂正前の全文を添付しております。 

 

記 

訂正を行う決算短信等 

「平成 23年 10 月期 第１四半期決算短信」 

（公表日）平成 23 年 3月 14 日 

以上 

 

 

 

 



 

 

 

   

 

 
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 

  

 

   

 

 
  

 
  

   

 

 
  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 有 
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四半期報告書提出予定日 平成23年3月17日 配当支払開始予定日 ―

(百万円未満切捨て)

1. 平成23年10月期第１四半期の連結業績（平成22年11月１日～平成23年１月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年10月期第１四半期 3,048 9.9 103 △20.5 87 65.3 330 601.3

22年10月期第１四半期 2,774 △5.3 130 61.7 52 △6.0 47 26.5

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年10月期第１四半期 6,021 67 ―

22年10月期第１四半期 868 94 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年10月期第１四半期 5,776 2,231 38.6 40,527 32

22年10月期 5,685 1,928 33.8 35,005 65

(参考) 自己資本 23年10月期第１四半期 2,227百万円 22年10月期 1,923百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年10月期 ― 0 00 ― 500 00 500 00

23年10月期 ―

23年10月期(予想) 0 00 ― 500 00 500 00

3. 平成23年10月期の連結業績予想（平成22年11月１日～平成23年10月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 6,331 8.9 266 0.2 236 0.3 436 77.8 7,932 90

通期 12,540 8.7 500 10.9 450 12.1 560 10.4 10,189 04
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(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）４ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.5「その他」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規   社 (            )、除外   社 (            )

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年10月期１Ｑ 56,146株 22年10月期 56,146株

② 期末自己株式数 23年10月期１Ｑ 1,185株 22年10月期 1,185株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年10月期１Ｑ 54,961株 22年10月期１Ｑ 54,309株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、新興国の成長等を牽引力として一部で持ち直しの

動きが見られたものの、国内個人消費については雇用環境等の影響もあり依然先行き不透明な状況が続

いております。 

そのような状況のなか、移動体通信業界におきましてはスマートフォンへの関心の高まりもあり、新

規販売台数、機種変更台数共に増加し売上高も増加しましたが、第２四半期以降へ向けての人材教育費

用等の増加、ソーシャルアプリ事業、医療・介護事業等の新規事業への先行投資及び資産除去債務に関

する会計基準等の適用の影響もあり営業利益につきましては減少しております。なお、平成23年10月期

より連結納税を開始しており、それに伴い連結納税対象子会社の繰延税金資産234百万円を取り込んで

おります。 

この結果、当社グループの売上高は3,048百万円（前年同期比9.9％増）、営業利益は103百万円（前

年同期比20.5％減）、経常利益87百万円（前年同期比65.3％増）、四半期純利益330百万円（前年同期

比601.3％増）となっております。 

  

当第１四半期連結会計期間におけるセグメントの業績は以下のとおりです。 

① 移動体通信店舗事業 

 
移動体通信店舗事業では、直営店舗（ソフトバンクショップ33店舗、ａｕショップ13店舗、ドコモシ

ョップ２店舗、併売店４店舗）の運営及び移動体通信機器の販売等により、ソフトバンク、ａｕ、ドコ

モ、イーモバイル及びウィルコムの全キャリアを取り扱っております。 

当第１四半期連結会計期間におきましては、新規販売台数及び機種変更台数は前年実績を上回り売上

高は前年を上回ることができました。利益面につきましては、スマートフォン市場拡大への対応とし

て、先行で専門スタッフの人員増強、研修費用の先行投資を行っており、当第１四半期連結会計期間に

おいては、一部費用先行による収益低下がありますが、繁忙期である第２四半期以降に効果が上がるも

のと見込んでおります。その結果、売上高は2,851百万円（前年同期比9.2％増）、営業利益は133百万

円（前年同期比3.7％減）となっております。 

なお、当第１四半期連結会計期間においてソフトバンクショップつがる柏店を新規出店しておりま

す。 

  

② テレマーケティング事業 

 
テレマーケティング事業におきましては、テレマーケティングによる保険商品の契約取次ぎ及び仙台

市でコールセンターの運営を行っております。 

当第１四半期連結会計期間におきましては、安定的な事業運営のための人員増強の投資を行い収益低

下が出ておりますが、その対応として取扱商材の拡大に努めた結果、売上高は83百万円（前年同期比

39.6％減）、営業利益は22百万円（前年同期比10.2％減）となっております。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

（連結経営成績サマリー） （百万円未満切捨て）

平成22年10月期
第１四半期

平成23年10月期
第１四半期

増減額 増減率

売上高 2,774百万円 3,048百万円 274百万円 9.9％ 

営業利益 130百万円 103百万円 △26百万円 △20.5％

経常利益 52百万円 87百万円 34百万円 65.3％

四半期純利益 47百万円 330百万円 283百万円 601.3％

１株当たり四半期純利益 868.94円 6,021.67円 5,152.73円 593.0％

・売上高 2,851百万円 （前年同期比9.2％増）

・営業利益 133百万円 （前年同期比3.7％減）

・売上高 83百万円 （前年同期比39.6％減）

・営業利益 22百万円 （前年同期比10.2％減）
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③ 不動産賃貸事業 

 
不動産賃貸事業におきましては、当社所有のショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業を行

っております。 

当第１四半期連結会計期間におきましては、更なる新規テナントの募集に注力いたしましたが、売上

高は25百万円（前年同期比3.7％減）、営業利益は3百万円（前年同期比50.0％減）となっております。

  

④ その他 

 
前連結会計年度より、新規事業として医療・介護事業、ソーシャルアプリ事業及び通信回線サービス

契約受付事業等を行っております。 

当第１四半期連結会計期間において、医療・介護事業では平成23年３月より開始の訪問介護サービス

及び高齢者専用住宅の賃貸の準備を行い、ソーシャルアプリ事業では新アプリの開発を進めており、今

後は収益に貢献予定であります。 

その結果、売上高は88百万円、営業損失は21百万円となっております。なお、新規事業の当第１四半

期での実績収益はマイナスであり、当初計画においても第２四半期までは収益赤字の計画であり、当初

計画前倒しにて費用先行となっておりますが、通期セグメント予想に変更はございません。 

  

① 資産、負債及び純資産の状況 

 
当第１四半期連結会計期間末における資産の状況は、前連結会計年度末と比較して、流動資産は78百

万円減少し2,074百万円、固定資産は169百万円増加し3,701百万円となりました。これは主に売掛金の

増加及び借入金の返済に伴う現預金の減少並びに繰延税金資産の計上によるものであります。その結

果、総資産額は90百万円増加し、5,776百万円となりました。 

負債の状況は、流動負債は72百万円減少し2,234百万円、固定負債は140百万円減少し1,311百万円と

なりました。これは主に借入金の返済によるものであります。その結果、負債総額は212百万円減少し

3,545百万円となりました。 

純資産の状況は、303百万円増加し2,231百万円となりました。これは主に四半期純利益の計上による

ものであります。 

  

・売上高 25百万円 （前年同期比3.7％減）

・営業利益 3百万円 （前年同期比50.0％減）

・売上高 88百万円 （前年同期比 ― ）

・営業利益 △21百万円 （前年同期比 ― ）

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

（百万円未満切捨て）

平成22年10月期末
(平成22年10月31日)

平成23年10月期
第1四半期末 

(平成23年1月31日)

増減額

資産合計 5,685百万円 5,776百万円 90百万円

負債合計 3,757百万円 3,545百万円 △212百万円

純資産合計 1,928百万円 2,231百万円 303百万円

自己資本比率 33.8％ 38.6％ 4.8％

１株当たり純資産 35,005.65円 40,527.32円 5,521.67円
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② キャッシュ・フローの状況 

 
当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会

計年度末と比較して435百万円減少して、233百万円となりました。 

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果使用した資金は134百万円（前年同期は４百万円の収入）となりました。これは主

に、売掛金の増加によるものであり、前年同期と比較して移動体通信店舗事業における販売機種の増加

及びスマートフォン機種による平均原価の上昇並びに２月３月の繁忙期に備えるために、たな卸資産が

増加しております。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は18百万円（前年同期は42百万円の支出）となりました。これは主に移

動体通信店舗事業の新規出店に係るものであり、前年同期と比較して、敷金及び保証金の差入による支

出が減少しております。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は283百万円（前年同期は88百万円の支出）となりました。これは主に

借入金の返済及び剰余金の配当によるものであり、前年同期と比較して借入金の返済額が増加しており

ます。 

  

当社は、平成23年10月期より連結納税制度を採用しております。これにより連結納税対象子会社の繰

延税金資産234百万円を計上することとなりましたので、平成23年10月期第２四半期連結会計期間の業

績予想に関し、四半期純利益に関する修正を行います。なお、平成23年３月11日に発生いたしました

「東北地方太平洋沖地震」による影響についましては、開示すべき事項が生じた場合には速やかにお知

らせいたします。 

 
  

平成22年10月期
第１四半期連結会計期間 
(平成21年11月１日～ 
平成22年１月31日)

平成23年10月期
第１四半期連結会計期間 
(平成22年11月１日～ 
平成23年１月31日)

増減額

営業活動による 
キャッシュ・フロー

4百万円 △134百万円 △138百万円

投資活動による 
キャッシュ・フロー

△42百万円 △18百万円 24百万円

財務活動による 
キャッシュ・フロー

△88百万円 △283百万円 △195百万円

現金及び現金同等物の
増減額

△126百万円 △435百万円 △308百万円

連結範囲の変更に伴う
現金及び現金同等物の
増減額

８百万円 ― △８百万円

現金及び現金同等物の
四半期末残高

327百万円 233百万円 ―

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
１株当たり
四半期純利益

前回発表予想 (A) 6,331 266 236 233 4,239.37

今回発表予想 (B) 6,331 266 236 436 7,932.90

増減額 (B-A) ― ― ― 203

増減率 (B/A-1) ― ― ― 87.1%

（ご参考） 
前第２四半期実績

(C) 5,811 266 235 245 4,489.71

前年同期比 (B/C-1) 8.9 0.2% 0.3% 77.8% 76.7%
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 該当事項はありません。 

  

① 簡便な会計処理 

（固定資産の減価償却費の算定方法） 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

（法人税等及び繰延税金資産の算定方法） 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す

る方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予

想やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

① 会計処理基準に関する事項の変更 

（「資産除去債務に関する会計基準」等の適用） 

当第１四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日）を適用しております。 

 これにより、営業利益及び経常利益がそれぞれ0.4百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は15

百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始により、投資その他の資産の「敷金及び保

証金」が15百万円減少しております。 

  

② 表示方法の変更 

（連結四半期損益計算書） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸表

等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第１四

半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年１月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 356,411 791,936

売掛金 1,251,648 988,089

商品及び製品 269,996 194,670

仕掛品 5,229 5,229

繰延税金資産 117,789 90,190

その他 73,781 82,886

流動資産合計 2,074,856 2,153,002

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 356,618 367,033

車両運搬具（純額） 2,509 2,828

工具、器具及び備品（純額） 39,942 39,772

土地 617,803 617,803

建設仮勘定 3,635 3,918

有形固定資産合計 1,020,508 1,031,356

無形固定資産

のれん 1,805,340 1,834,163

その他 64,453 72,107

無形固定資産合計 1,869,794 1,906,270

投資その他の資産

長期貸付金 21,719 22,857

敷金及び保証金 239,286 257,012

役員及び役員保有会社に対する金銭債権 527,623 524,545

繰延税金資産 385,450 175,937

その他 10,368 10,548

貸倒引当金 △372,967 △395,824

投資その他の資産合計 811,481 595,076

固定資産合計 3,701,785 3,532,703

資産合計 5,776,641 5,685,705
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年１月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年10月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 902,377 793,721

短期借入金 232,000 318,000

1年内返済予定の長期借入金 542,892 572,342

1年内償還予定の社債 50,000 50,000

未払金 210,845 244,839

未払法人税等 24,749 17,599

未払消費税等 29,092 37,364

賞与引当金 19,013 34,245

その他 223,155 238,104

流動負債合計 2,234,126 2,306,216

固定負債

社債 150,000 175,000

長期借入金 1,100,693 1,216,071

その他 60,417 60,412

固定負債合計 1,311,111 1,451,484

負債合計 3,545,238 3,757,700

純資産の部

株主資本

資本金 1,199,086 1,199,086

資本剰余金 822,760 822,760

利益剰余金 215,373 △88,102

自己株式 △9,798 △9,798

株主資本合計 2,227,422 1,923,945

新株予約権 1,249 1,249

少数株主持分 2,732 2,809

純資産合計 2,231,403 1,928,005

負債純資産合計 5,776,641 5,685,705
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年11月１日
至 平成22年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年11月１日
至 平成23年１月31日)

売上高 2,774,365 3,048,894

売上原価 2,254,832 2,453,980

売上総利益 519,532 594,913

販売費及び一般管理費

役員報酬及び給料手当 186,473 220,373

賞与引当金繰入額 12,473 14,841

法定福利及び厚生費 27,929 32,405

地代家賃 54,178 63,928

その他 108,314 159,890

販売費及び一般管理費合計 389,368 491,439

営業利益 130,164 103,473

営業外収益

受取利息 1,562 385

出資金運用益 4,554 －

その他 3,605 750

営業外収益合計 9,722 1,135

営業外費用

支払利息 15,552 13,953

貸倒引当金繰入額 63,880 －

その他 7,767 3,563

営業外費用合計 87,200 17,517

経常利益 52,685 87,091

特別利益

事務所閉鎖費用戻入額 5,018 －

貸倒引当金戻入額 － 22,857

その他 28 －

特別利益合計 5,047 22,857

特別損失

固定資産除却損 22 －

貸倒引当金繰入額 6,231 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 15,420

特別損失合計 6,253 15,420

税金等調整前四半期純利益 51,479 94,528

法人税、住民税及び事業税 700 762

法人税等調整額 － △237,112

法人税等合計 700 △236,350

少数株主損益調整前四半期純利益 － 330,879

少数株主利益又は少数株主損失（△） 3,586 △77

四半期純利益 47,191 330,956
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年11月１日
至 平成22年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年11月１日
 至 平成23年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 51,479 94,528

減価償却費 25,662 25,348

のれん償却額 26,661 28,822

貸倒引当金の増減額（△は減少） 72,670 △22,857

賞与引当金の増減額（△は減少） △12,511 △15,231

受取利息及び受取配当金 △1,562 △385

支払利息 15,552 13,953

固定資産除却損 22 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 15,420

売上債権の増減額（△は増加） △244,685 △263,559

たな卸資産の増減額（△は増加） 6,555 △75,325

仕入債務の増減額（△は減少） 143,772 108,656

その他 △63,934 △31,200

小計 19,682 △121,830

利息及び配当金の受取額 1,504 1,479

利息の支払額 △15,784 △13,551

法人税等の支払額 △1,317 △285

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,084 △134,188

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,735 △16,732

敷金及び保証金の差入による支出 △10,907 △70

敷金及び保証金の回収による収入 1,752 1,831

役員に対する金銭債権の増加に伴う支出 △125,000 △106,300

役員に対する金銭債権の減少に伴う収入 100,000 100,000

役員保有会社に対する金銭債権の増加に伴う支
出

△6,364 －

役員保有会社に対する金銭債権の減少に伴う収
入

－ 3,221

その他 △472 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △42,727 △18,049

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 10,000 －

短期借入金の返済による支出 △51,000 △86,000

長期借入金の返済による支出 △68,272 △144,827

社債の償還による支出 △25,000 △25,000

新株予約権の発行による収入 △189 －

新株予約権の行使による株式の発行による収入 54,144 －

配当金の支払額 － △27,480

その他 △7,888 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △88,207 △283,308

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △126,849 △435,545

現金及び現金同等物の期首残高 445,641 669,310

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額
（△は減少）

8,763 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 327,555 233,764
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 該当事項はありません。 

  

１．事業の種類別セグメント情報 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年11月１日 至 平成22年１月31日） 

 
(注)１．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各区分に属する主要な事業の内容 

(1) 移動体通信事業・・・・・・・移動体通信端末の販売、移動体通信サービスの契約取次 

(2) テレマーケティング事業・・・コールセンターによるテレマーケティング事業 

(3) 不動産賃貸事業・・・・・・・ショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業 

  

２．所在地別セグメント情報 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年11月１日 至 平成22年１月31日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

３．海外売上高 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年11月１日 至 平成22年１月31日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

移動体 
通信事業

テレマーケ
ティング 
事業

不動産
賃貸事業

計
消去又は 
全社

連結

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

2,609,834 137,948 26,582 2,774,365 ― 2,774,365

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 342 342 (342) ―

計 2,609,834 137,948 26,924 2,774,707 (342) 2,774,365

営業利益 138,965 24,908 6,308 170,182 (40,018) 130,164
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【セグメント情報】 

  

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で

あり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっ

ているものであります。 

当社グループは、商品、サービス提供方法によって、事業部別及び会社別に戦略を立案し、事業を行

っております。 

当社グループは、商品・サービス提供方法の別に「移動体通信店舗事業」「テレマーケティング事

業」「不動産賃貸事業」の３つを報告セグメントとしております。 

「移動体通信店舗事業」は、ソフトバンクショップ、ａｕショップ、docomoショップ及び併売店の運

営並びに移動体通信端末等の販売事業を行っております。「テレマーケティング事業」は、テレマーケ

ティングによる保険商品の契約取次ぎ及びコールセンターの運営事業を行っております。「不動産賃貸

事業」は、当社グループ所有のショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業を行っております。

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第１四半期連結会計期間（自 平成22年11月１日 至 平成23年１月31日） 

 
 (注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療・介護事業、

ソーシャルアプリ事業及び通信回線サービス契約受付事業等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△34,022千円には、セグメント間取引消去△363千円、

各報告セグメントに配分していない全社費用△33,659千円が含まれております。全社費用は、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。 

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額 
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３

移動体通信
店舗事業

テレマーケ
ティング 
事業

不動産賃貸
事業

計

売上高

外部顧客へ
の売上高

2,851,088 83,289 25,594 2,959,972 88,921 3,048,894 ― 3,048,894

セグメント
間の内部売
上高

― 363 363 ― 363 (363) ―

計 2,851,088 83,289 25,957 2,960,336 88,921 3,049,257 (363) 3,048,894

セグメント利
益 又 は 損 失
(△)

133,840 22,374 3,156 159,370 △21,874 137,496 (34,022) 103,473

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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平成23年10月期 第1四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成23年3月14日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社 京王ズホールディングス 上場取引所 東 
コード番号 3731 URL http://www.keiozu.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 佐々木 英輔
問合せ先責任者 （役職名） 取締役管理部長 （氏名） 深野 道照 TEL 022-722-0333
四半期報告書提出予定日 平成23年3月17日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成23年10月期第1四半期の連結業績（平成22年11月1日～平成23年1月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年10月期第1四半期 3,048 9.9 106 △18.3 90 △22.8 312 179.6
22年10月期第1四半期 2,774 △5.3 130 63.3 117 73.4 111 128.9

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年10月期第1四半期 5,687.86 ―
22年10月期第1四半期 2,058.61 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年10月期第1四半期 5,930 2,398 41.7 45,034.93
22年10月期 5,864 2,114 37.3 39,847.07

（参考） 自己資本   23年10月期第1四半期  2,475百万円 22年10月期  2,190百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年10月期 ― 0.00 ― 500.00 500.00
23年10月期 ―
23年10月期 

（予想） 0.00 ― 500.00 500.00

3.  平成23年10月期の連結業績予想（平成22年11月1日～平成23年10月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計) 6,331 8.9 266 0.2 236 0.3 436 77.8 7,932.90

通期 12,540 8.7 500 10.9 450 12.1 560 10.4 10,189.04

（参考）



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）４ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.5「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年10月期1Q 56,146株 22年10月期  56,146株
② 期末自己株式数 23年10月期1Q  1,185株 22年10月期  1,185株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年10月期1Q 54,961株 22年10月期1Q 54,309株
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当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、新興国の成長等を牽引力として一部で持ち直しの

動きが見られたものの、国内個人消費については雇用環境等の影響もあり依然先行き不透明な状況が続

いております。 

そのような状況のなか、移動体通信業界におきましてはスマートフォンへの関心の高まりもあり、新

規販売台数、機種変更台数共に増加し売上高も増加しましたが、第２四半期以降へ向けての人材教育費

用等の増加、ソーシャルアプリ事業、医療・介護事業等の新規事業への先行投資及び資産除去債務に関

する会計基準等の適用の影響もあり営業利益につきましては減少しております。なお、平成23年10月期

より連結納税を開始しており、それに伴い連結納税対象子会社の繰延税金資産234百万円を取り込んで

おります。 

この結果、当社グループの売上高は3,048百万円（前年同期比9.9％増）、営業利益は106百万円（前

年同期比18.3％減）、経常利益90百万円（前年同期比22.8％減）、四半期純利益312百万円（前年同期

比179.6％増）となっております。 

  

当第１四半期連結会計期間におけるセグメントの業績は以下のとおりです。 

① 移動体通信店舗事業 

 
移動体通信店舗事業では、直営店舗（ソフトバンクショップ33店舗、ａｕショップ13店舗、ドコモシ

ョップ２店舗、併売店４店舗）の運営及び移動体通信機器の販売等により、ソフトバンク、ａｕ、ドコ

モ、イーモバイル及びウィルコムの全キャリアを取り扱っております。 

当第１四半期連結会計期間におきましては、新規販売台数及び機種変更台数は前年実績を上回り売上

高は前年を上回ることができました。利益面につきましては、スマートフォン市場拡大への対応とし

て、先行で専門スタッフの人員増強、研修費用の先行投資を行っており、当第１四半期連結会計期間に

おいては、一部費用先行による収益低下がありますが、繁忙期である第２四半期以降に効果が上がるも

のと見込んでおります。その結果、売上高は2,851百万円（前年同期比9.2％増）、営業利益は138百万

円（前年同期比0.2％減）となっております。 

なお、当第１四半期連結会計期間においてソフトバンクショップつがる柏店を新規出店しておりま

す。 

  

② テレマーケティング事業 

 
テレマーケティング事業におきましては、テレマーケティングによる保険商品の契約取次ぎ及び仙台

市でコールセンターの運営を行っております。 

当第１四半期連結会計期間におきましては、安定的な事業運営のための人員増強の投資を行い収益低

下が出ておりますが、その対応として取扱商材の拡大に努めた結果、売上高は83百万円（前年同期比

39.6％減）、営業利益は22百万円（前年同期比10.2％減）となっております。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

（連結経営成績サマリー） （百万円未満切捨て）

平成22年10月期
第１四半期

平成23年10月期
第１四半期

増減額 増減率

売上高 2,774百万円 3,048百万円 274百万円 9.9％ 

営業利益 130百万円 106百万円 △23百万円 △18.3％

経常利益 117百万円 90百万円 △26百万円 △22.8％

四半期純利益 111百万円 312百万円 200百万円 179.6％

１株当たり四半期純利益 2,058.61円 5,687.86円 3,629.25円 176.3％

・売上高 2,851百万円 （前年同期比9.2％増）

・営業利益 138百万円 （前年同期比0.2％減）

・売上高 83百万円 （前年同期比39.6％減）

・営業利益 22百万円 （前年同期比10.2％減）
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③ 不動産賃貸事業 

 
不動産賃貸事業におきましては、当社所有のショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業を行

っております。 

当第１四半期連結会計期間におきましては、更なる新規テナントの募集に注力いたしましたが、売上

高は25百万円（前年同期比3.7％減）、営業利益は2百万円（前年同期比54.8％減）となっております。

  

④ その他 

 
前連結会計年度より、新規事業として医療・介護事業、ソーシャルアプリ事業及び通信回線サービス

契約受付事業等を行っております。 

当第１四半期連結会計期間において、医療・介護事業では平成23年３月より開始の訪問介護サービス

及び高齢者専用住宅の賃貸の準備を行い、ソーシャルアプリ事業では新アプリの開発を進めており、今

後は収益に貢献予定であります。 

その結果、売上高は88百万円、営業損失は21百万円となっております。なお、新規事業の当第１四半

期での実績収益はマイナスであり、当初計画においても第２四半期までは収益赤字の計画であり、当初

計画前倒しにて費用先行となっておりますが、通期セグメント予想に変更はございません。 

  

① 資産、負債及び純資産の状況 

 
当第１四半期連結会計期間末における資産の状況は、前連結会計年度末と比較して、流動資産は75百

万円減少し2,325百万円、固定資産は142百万円増加し3,605百万円となりました。これは主に売掛金の

増加及び借入金の返済に伴う現預金の減少並びに繰延税金資産の計上によるものであります。その結

果、総資産額は66百万円増加し、5,930百万円となりました。 

負債の状況は、流動負債は77百万円減少し2,221百万円、固定負債は140百万円減少し1,311百万円と

なりました。これは主に借入金の返済によるものであります。その結果、負債総額は217百万円減少し

3,532百万円となりました。 

純資産の状況は、284百万円増加し2,398百万円となりました。これは主に四半期純利益の計上による

ものであります。 

  

・売上高 25百万円 （前年同期比3.7％減）

・営業利益 2百万円 （前年同期比54.8％減）

・売上高 88百万円 （前年同期比 ― ）

・営業利益 △21百万円 （前年同期比 ― ）

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

（百万円未満切捨て）

平成22年10月期末
(平成22年10月31日)

平成23年10月期
第1四半期末 

(平成23年1月31日)

増減額

資産合計 5,864百万円 5,930百万円 66百万円

負債合計 3,750百万円 3,532百万円 △217百万円

純資産合計 2,114百万円 2,398百万円 284百万円

自己資本比率 37.3％ 41.7％ 4.4％

１株当たり純資産 39,847.07円 45,034.93円 5,187.86円
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② キャッシュ・フローの状況 

 
当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会

計年度末と比較して435百万円減少して、233百万円となりました。 

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果使用した資金は133百万円（前年同期は11百万円の支出）となりました。これは主

に、売掛金の増加によるものであり、前年同期と比較して移動体通信店舗事業における販売機種の増加

及びスマートフォン機種による平均原価の上昇及び２月３月の繁忙期に備えるために、たな卸資産が増

加しております。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は18百万円（前年同期は27百万円の支出）となりました。これは主に移

動体通信店舗事業の新規出店に係るものであり、前年同期と比較して、敷金及び保証金の差入による支

出が減少しております。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は283百万円（前年同期は88百万円の支出）となりました。これは主に

借入金の返済及び剰余金の配当によるものであり、前年同期と比較して借入金の返済額が増加しており

ます。 

  

当社は、平成23年10月期より連結納税制度を採用しております。これにより連結納税対象子会社の繰

延税金資産234百万円を計上することとなりましたので、平成23年10月期第２四半期連結会計期間の業

績予想に関し、四半期純利益に関する修正を行います。なお、平成23年３月11日に発生いたしました

「東北地方太平洋沖地震」による影響についましては、開示すべき事項が生じた場合には速やかにお知

らせいたします。 

 
  

平成22年10月期
第１四半期連結会計期間 
(平成21年11月１日～ 
平成22年１月31日)

平成23年10月期
第１四半期連結会計期間 
(平成22年11月１日～ 
平成23年１月31日)

増減額

営業活動による 
キャッシュ・フロー

△11百万円 △133百万円 △122百万円

投資活動による 
キャッシュ・フロー

△27百万円 △18百万円 8百万円

財務活動による 
キャッシュ・フロー

△88百万円 △283百万円 △195百万円

現金及び現金同等物の
増減額

△126百万円 △435百万円 △308百万円

連結範囲の変更に伴う
現金及び現金同等物の
増減額

８百万円 ― △８百万円

現金及び現金同等物の
四半期末残高

327百万円 233百万円 ―

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
１株当たり
四半期純利益

前回発表予想 (A) 6,331 266 236 233 4,239.37

今回発表予想 (B) 6,331 266 236 436 7,932.90

増減額 (B-A) ― ― ― 203

増減率 (B/A-1) ― ― ― 87.1%

（ご参考） 
前第２四半期実績

(C) 5,811 266 235 245 4,489.71

前年同期比 (B/C-1) 8.9 0.2% 0.3% 77.8% 76.7%
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 該当事項はありません。 

  

① 簡便な会計処理 

（固定資産の減価償却費の算定方法） 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

（法人税等及び繰延税金資産の算定方法） 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す

る方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予

想やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

① 会計処理基準に関する事項の変更 

（「資産除去債務に関する会計基準」等の適用） 

当第１四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日）を適用しております。 

 これにより、営業利益及び経常利益がそれぞれ0.4百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は15

百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始により、投資その他の資産の「敷金及び保

証金」が15百万円減少しております。 

  

② 表示方法の変更 

（連結四半期損益計算書） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸表

等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第１四

半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年１月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年10月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 356,411 791,936

売掛金 1,276,291 1,012,732

商品及び製品 269,996 194,670

仕掛品 5,229 5,229

繰延税金資産 117,789 90,190

その他 300,082 306,981

流動資産合計 2,325,800 2,401,740

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 367,122 378,395

車両運搬具（純額） 2,509 2,828

工具、器具及び備品（純額） 40,866 40,790

土地 617,803 617,803

建設仮勘定 28,635 28,918

有形固定資産合計 1,056,936 1,068,736

無形固定資産   

のれん 1,806,827 1,835,672

その他 64,453 72,107

無形固定資産合計 1,871,280 1,907,780

投資その他の資産   

長期貸付金 21,719 22,857

敷金及び保証金 259,286 277,012

繰延税金資産 385,450 175,937

その他 10,368 10,548

投資その他の資産合計 676,824 486,355

固定資産合計 3,605,042 3,462,872

資産合計 5,930,842 5,864,613
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年１月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年10月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 902,377 793,721

短期借入金 232,000 318,000

1年内返済予定の長期借入金 542,892 572,342

1年内償還予定の社債 50,000 50,000

未払金 216,169 250,503

未払法人税等 13,997 11,833

未払消費税等 21,551 29,823

賞与引当金 19,013 34,245

その他 223,155 238,104

流動負債合計 2,221,157 2,298,572

固定負債   

社債 150,000 175,000

長期借入金 1,100,693 1,216,071

その他 60,417 60,412

固定負債合計 1,311,111 1,451,484

負債合計 3,532,268 3,750,056

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,199,086 1,199,086

資本剰余金 822,760 822,760

利益剰余金 463,116 177,986

自己株式 △9,798 △9,798

株主資本合計 2,475,164 2,190,034

新株予約権 1,249 1,249

少数株主持分 △77,840 △76,728

純資産合計 2,398,574 2,114,556

負債純資産合計 5,930,842 5,864,613
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年11月１日 
 至 平成22年１月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年１月31日) 

売上高 2,774,365 3,048,894

売上原価 2,256,037 2,454,832

売上総利益 518,327 594,062

販売費及び一般管理費   

役員報酬及び給料手当 186,473 221,247

賞与引当金繰入額 12,473 14,841

法定福利及び厚生費 27,929 32,405

地代家賃 54,178 63,928

その他 106,779 155,029

販売費及び一般管理費合計 387,832 487,452

営業利益 130,494 106,610

営業外収益   

受取利息 1,902 726

出資金運用益 4,554 －

その他 3,605 750

営業外収益合計 10,062 1,476

営業外費用   

支払利息 15,552 13,254

不動産賃貸費用 － 2,596

その他 7,767 1,666

営業外費用合計 23,319 17,517

経常利益 117,237 90,568

特別利益   

事務所閉鎖費用戻入額 5,018 －

その他 28 －

特別利益合計 5,047 －

特別損失   

固定資産除却損 22 －

貸倒引当金繰入額 6,231 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 15,420

特別損失合計 6,253 15,420

税金等調整前四半期純利益 116,030 75,147

法人税、住民税及び事業税 700 762

法人税等調整額 － △237,112

法人税等合計 700 △236,350

少数株主損益調整前四半期純利益 － 311,498

少数株主利益又は少数株主損失（△） 3,528 △1,111

四半期純利益 111,800 312,610
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年11月１日 
 至 平成22年１月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年１月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 116,030 75,147

減価償却費 27,026 26,300

のれん償却額 26,661 28,845

貸倒引当金の増減額（△は減少） 8,790 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △12,511 △15,231

短期解約違約金損失引当金の増減額（△は減少） 889 △131

受取利息及び受取配当金 △1,902 △726

支払利息 15,552 13,953

固定資産除却損 22 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 15,420

売上債権の増減額（△は増加） △244,685 △263,559

たな卸資産の増減額（△は増加） 6,555 △75,325

仕入債務の増減額（△は減少） 143,772 108,656

その他 △82,143 △34,748

小計 4,055 △121,397

利息及び配当金の受取額 1,504 1,479

利息の支払額 △15,784 △13,551

法人税等の支払額 △1,317 △290

法人税等の還付額 － 4

営業活動によるキャッシュ・フロー △11,542 △133,755

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △26,735 △16,732

敷金及び保証金の差入による支出 △10,907 △70

敷金及び保証金の回収による収入 1,752 1,831

短期貸付けによる支出 － △6,300

貸付金の回収による収入 9,262 2,788

その他 △472 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △27,100 △18,482

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 10,000 －

短期借入金の返済による支出 △51,000 △86,000

長期借入金の返済による支出 △68,272 △144,827

社債の償還による支出 △25,000 △25,000

新株予約権の発行による収入 △189 －

新株予約権の行使による株式の発行による収入 54,144 －

配当金の支払額 － △27,480

その他 △7,888 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △88,207 △283,308

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △126,849 △435,545

現金及び現金同等物の期首残高 445,641 669,310

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

8,763 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 327,555 233,764
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 該当事項はありません。 

  

１．事業の種類別セグメント情報 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年11月１日 至 平成22年１月31日） 

 
(注)１．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各区分に属する主要な事業の内容 

(1) 移動体通信事業・・・・・・・移動体通信端末の販売、移動体通信サービスの契約取次 

(2) テレマーケティング事業・・・コールセンターによるテレマーケティング事業 

(3) 不動産賃貸事業・・・・・・・ショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業 

  

２．所在地別セグメント情報 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年11月１日 至 平成22年１月31日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

３．海外売上高 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年11月１日 至 平成22年１月31日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

移動体 
通信事業

テレマーケ
ティング 
事業

不動産
賃貸事業

計
消去又は 
全社

連結

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

2,609,834 137,948 26,582 2,774,365 ― 2,774,365

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 342 342 (342) ―

計 2,609,834 137,948 26,924 2,774,707 (342) 2,774,365

営業利益 138,808 24,908 5,102 168,819 (38,325) 130,494
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【セグメント情報】 

  

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で

あり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっ

ているものであります。 

当社グループは、商品、サービス提供方法によって、事業部別及び会社別に戦略を立案し、事業を行

っております。 

当社グループは、商品・サービス提供方法の別に「移動体通信店舗事業」「テレマーケティング事

業」「不動産賃貸事業」の３つを報告セグメントとしております。 

「移動体通信店舗事業」は、ソフトバンクショップ、ａｕショップ、docomoショップ及び併売店の運

営並びに移動体通信端末等の販売事業を行っております。「テレマーケティング事業」は、テレマーケ

ティングによる保険商品の契約取次ぎ及びコールセンターの運営事業を行っております。「不動産賃貸

事業」は、当社グループ所有のショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業を行っております。

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第１四半期連結会計期間（自 平成22年11月１日 至 平成23年１月31日） 

 
 (注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療・介護事業、

ソーシャルアプリ事業及び通信回線サービス契約受付事業等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額34,798千円には、セグメント間取引消去△363千円、各

報告セグメントに配分していない全社費用△34,434千円が含まれております。全社費用は、主

に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。 

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額 
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３

移動体通信
店舗事業

テレマーケ
ティング 
事業

不動産賃貸
事業

計

売上高

外部顧客へ
の売上高

2,851,088 83,289 25,594 2,959,972 88,921 3,048,894 ― 3,048,894

セグメント
間の内部売
上高

― 363 363 ― 363 (363) ―

計 2,851,088 83,289 25,957 2,960,336 88,921 3,049,257 (363) 3,048,894

セグメント利
益 又 は 損 失
(△)

138,602 22,374 2,305 163,282 △21,874 141,408 (34,798) 106,610

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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